
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後１時３０分、井上常任理事の進行により開会

しました。 

はじめに、伊藤会長代行が、「青少年を取り巻く現

状は依然として事件やトラブルが発生している。県

民会議が推進の主体となって関わっている「大人が

変われば子どもも変わる」県民運動、“いじめ・非行

をなくそう”やまがた県民運動をさらに充実、強化

していくことが求められている。」と挨拶しました。 

           続いて、来賓の平山雅之

副知事、矢吹栄修副議長か

ら御祝辞をいただきまし

た。 

議事に移り、昨年度の事

業報告と収支決算報告、役員の選任、今年度の活動

方針や事業計画、収支予算などについて協議を行い、

提案された全ての議案が承認されました。（今年度

役員は裏面に記載） 

 そして、役員選任により、新しく柿崎則夫氏(元県

立新庄北高等学校校長)が会長に選出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子・高齢化、情報化、国際化が急速に進展し、

青少年を取り巻く環境が厳しさを増しています。こ

うした状況の下、県では令和２年３月に「山形県子

ども・若者ビジョン」を策定し、「子ども・若者一人

ひとりが安心できる環境の中で、自分を大切にし、

他者との関わりを持ちながら、自己形成や他者に対

する尊重、社会への参画力の醸成、心身共に健全で

豊かな人間性が養われるよう、社会全体で子ども・

若者の育ちや自立を支援する」こととしています。 

このような社会状況や県の施策の方向を踏まえ

て、①心身を健やかに育む、②社会力を育成する、

③社会参加、社会的自立を促す、④社会環境の浄化

の４点を活動の方向とし、次の重点事項に積極的に

取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の総会は、会員の方の総会参加の機会を確保するため、①会場での参加、②書面議決による参

加のいずれかの参加方法を選択していただき、会場５3 名、書面３１１名、合計３６４名の方に参加を

いただきました。 

総会では、令和５年度の事業・決算報告、令和６年度の役員(案)とともに、令和６年度の事業・予算

(案)について審議が行われ、すべての議案が参加者の皆様の賛成により承認されました。 

 今後、承認されました令和６年度事業計画に基づき、各種事業を進めてまいりますので、皆様からの

御支援と御協力をお願い申し上げます。 

～ 重点事項 ～ 

① いじめ・非行防止に係る取組みの一層の推進 

 ・青少年が主体的にいじめ問題と向き合い、

その解決を考える取組みを関係機関と一

体的に推進する。 

② 地域の実践活動の強化、促進 

 ・市町村民会議、県地区青少年育成連絡協議

会の活動や人材育成を支援する。 

③ 青少年を社会全体で育成・支援する 

環境づくりの推進 

 ・青少年の健全育成の理解を促進するため情

報発信の強化などを図る。 

青少年を地域で見守り、育み、支援する。 

インターネットの安全・安心な利用を啓発

する。 

○副知事からの祝辞 

 

山形県青少年育成県民会議『令和 6 年度総会』 
 

 

 

 

○柿崎新会長のあいさつ 

 
○県庁会場の様子 

新会長に柿崎則夫氏（元山形県立新庄北高等学校校長）を選出 

 

[総会概要] [令和６年度活動方針] 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
会 長 柿崎 則夫  

副会長 宮田 浩一    伊藤 康則 

山口 和夫     小 松  功  

長岡 好永 

常任理事 齋藤 法明     井上 達也 

菊地 元宏     齋藤 芳昭 

笹原 茂隆     青山 幹夫 

阿部 正博    古沢 和明 

長谷川 吉之介 

理 事 

      

後藤 道子   武田幸太郎 

丹羽 廣昭   山口 四郎 

辻原 吉子   沢口  肇 

鈴木 昌克   町田 裕俊     

菊地 幸二   佐藤 友介 

三上  仁    鈴木 隆一 

柴田 典子   石井 靖雄 

東海林靖志   高橋 秀之 

遠藤 智子      

監 事  橋本 善彦   安達喜代美 

～柿崎新会長からのメッセージ～ 

社会の少子高齢化の進展や目まぐるしく変化する環境の中、これからの社会を担う青年、子ども

たちの育成がこれまでにないくらい重要性が増していると実感しています。しかしながら、いじめ・

貧困・虐待のほか、青少年が犯罪やトラブルに巻き込まれる事件も後を絶たない現状にあり、今こ

そ、企業・行政・学校・団体・個人が青少年健全育成のために手を携え結束して取組みを進めるべ

きときだと思います。 

私も微力ながら、力を尽くしてまいりますので、皆様方からの御指導・御協力を心からお願い申

し上げます。 
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[令和６年度予算] [令和６年度役員] 

1. 県民会議運営事業 9,038,000円

2. 県民運動総合推進事業 3,857,000円

(1) ‟いじめ・非行をなくそう”やまがた県民運動

(2,760,000円)

(2)  ｢大人が変われば子どもも変わる｣県民運動等

地域社会環境づくり推進　　 (1,097,000円)

3. 青少年育成意識醸成・環境づくり推進事業

1,030,000円

(1) 明るいやまがた夏の安全県民運動等 (50,000円)

(2) 青少年健全育成県民大会開催等 (280,000円)

　　　　　　　　　　　　　　　　(3) 少年の主張大会開催 (700,000円)

4. 青少年育成広報啓発事業 111,000円

(1) 機関紙等の発行 (100,000円)

(2) 啓発活動 (11,000円)


